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1 は  し 力ヽ  き
原蚕を飼育 した場合,多雪地では しばしばいゎゅる

・ 半化蛹蚕 "が多発する。この発生原因についてはまだ明

らかにされていないが, これまでの報告によれば蚕の飼育

温度》及び桑の葉質1))が ,その発生に関連しているとい

われている。しかしながら,こ の両者の相互の関連性につ

いては十分に検討されていない。このため,多発地の桑葉
と少発地の桑葉を用い,飼育温度を変えて,原 蚕を飼育
し,半化蛹蚕の発生に及ぼす課質及び飼育温度の影響の程
度について調査したので,こ こにその結果の概要を報告す

る。

2試 験 方 法

供試した蚕品種は日124号 で,1973年 5月 18日 に掃立て,

4齢末までは蚕糸試験場東北支場の構内桑園に栽浩されて

いる改良鼠返桑を用い,同支場の慣行法で飼育 し, 5齢起

蚕時から雌の蚕のみを用いて試験を開始した。桑葉として

は半化蛹蚕がほとんど発生しない福島市と半化蛹蚕がしば

しば多発する新庄市で栽培されている剣持桑をそれぞれ少

発地桑及び多発地桑として供試した。なお,こ の場合,樹
齢,仕立,採葉方法及び肥培 .管理方法の等しい圃場を選
び,桑葉は試験開始時に採取して貯蔵 し,試験期間中を通
して使用した。試験区としては,下記の4区 を設け,5齢
期間中の蚕体重並びに上族 8日 目における繭質及び半化蛹

表 1 試験区及び設定内容

試験区
5齢 期 の
飼育温湿度 給与桑

の種類
護
度
保の
湿
中族
温

ム 区

B区
32C,80%

少発地桑

多発地桑
25℃ ,72%

0区

D区
25℃ ,80%

少発地桑

多発地桑
25℃ ,72%

蚕の発生割合について調査した。叉 , 1区 当 りの供試蚕

数は100頭 とし,1日 2回 (9:00及び17:00)給桑とし
て,常に飽食状態が保たれるよう留意した。

6 結 果 及び 考 察

得られた試験結果を図 1,表 2及び表 3に示した。蚕体

重及び繭質についてみると,飼育温度の違いにかかわりな

く,多発地桑を給与した3及びD区の蚕体重は少発地桑を

給与したA及び C区よりも常に高く,叉,多発地桑を給与
したB及び D区の全蘭重は少発地桑を給与したA及びC区

よりも重く,特に半化蛹蚕の場合における差異は顕著であ
つた。なお,半化蛹蚕の繭層重は健蛹に比べ常に軽く,商
層歩合が著しく低かつた(図 1及び表 2)。

図 1 5齢蚕体重の変化 (♀ 1頭当り)

表 2 健蛹と半化蛹蚕の繭質調査

注。 (対 1頭当り),  *供試蚕数。

次に,健蛹,半化蛹蚕,未化蛹蚕及びへい死蚕の発生割

合についてみると,各区に半化蛹蚕がそれぞれ若千頭ずつ

発生したが,B区 における半化蛹蚕の発生割合は52¢で最
も多く,次いで,A区 (27%),D区 (15¢ )の順で,0区
(3%)が最も少なかった (表 3)。
以上が得られた試験結果の概略であるが,少発地桑給与

区及び多発地桑給与区のそれぞれ25℃飼育区に対する32

℃飼育区の半化蛹蚕の発生比率を求めてみると,少発地桑

給与区では1(A区 ):33(C区 )であり, 多発地桑給与

試験区
健 蛹 半 化 蛹 蚕

全繭重
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繭層重
(C8)
繭層歩合
lal

全繭重
(′)
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(C8)
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し)

A区

B区

C区

D区

214

*57
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*91
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355
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区では 1(B区 ):34(D区 )で, 両者の比率はほぼ等し
からた。一方,25℃ 飼育区及び 32℃ 飼育区における少発

地桑給与区に対する多発地桑給与区の半化蛹蚕の発生比率

を求めてみると,25℃飼育区 (C区 :D区 )及び32C飼育
区 (A区 :B区 )と も1:19で, 半化蛹蚕の発生に対して
は実質よりも飼育温度の方が強い影響を与えていることが

認められた。

表 3 健蛹,半化蛹蚕,未化蛹蚕及び
へい死蚕発生割合

注.(100頭中%)。

ところで,桑の葉質は桑品種,葉位,仕立,採葉方法,
地質,1巴培・管理方法などによって異なるばかりでなく,

気象によっても左右されやすいものである。従つて,飼育
温度と葉質との間には常にこのような一定の関係が認めら

れるとはいい難いが,今回の試験は気象及び地質以外の条

件をほぼ一定にして行つたものであり,その年年の気象に

よつて葉質が異っても,半化蛹蚕の発生に対する影響は葉
質よりも飼育温度の方が大きいように思われる。なお,従
来,半化蛹蚕は蚕児が,E大する条件下で多発し,給桑量を

少なくして25℃ で蚕を飼育した場合にはそれより高温また

は低温で飼育 したものよりも半化蛹蚕が減少するといわれ

ているが2本 試験においても, 多発地桑給与区の盛蚕体
重及び蛹体重は重くて,半化蛹蚕の発生率は 32℃ 飼育区
よりも25C飼育区のほうが明らかに少なく, その可能性
はかなり高いように思われた。しかし,今回の試験は桑葉

を十分に給与した条件下で行い, しかも設定した32℃ と
いう飼育温度は通常の飼育温度よりもかなり高いものであ

るので: もつと低い温度で蚕を飼育 して葉質並びに給桑量

との関係について更に検討し,半化蛹蚕の発生を軽減させ

うる飼育技術を確立する必要がある。

4摘

半化蛹蚕の発生に及ぼす禦質及び飼育温度の影響につい

て調査した結果,半化蛹蚕の発生に関しては葉質よりも飼
育温度 (高温 )の 方が強い影響を与えていることが認めら

れた。なお,多発地桑給与した蚕体重及び全繭重は少発地

桑給与したそれよりも常に高く,叉,半化蛹蚕の繭は健蛹
の繭と比べ繭層重が軽くて,繭層歩合が著しく低かつた。
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